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定 例 会

　本年度は当初見込み額の２億
円に対し、４月〜10月の実績に
基づき２億円を増額する。
　また、企業版ふるさと納税に
370万円の寄附をいただいた。

20,000万円
ふるさと納税寄附金２億円の大幅増1Pickup

　水道施設の動力費や学校施
設などにおける、電気料金等
の不足分の合計を追加補正す
る。

3,381万円
電気料金高騰による不足分4Pickup

第４回
定例会

定例会の
あらまし

一般会計補正予算他を可決

昇 の 負 担 軽 減 へ長 引 く 物 価 上

　幼稚園給食の開始を機に古くなった
食器等の入れ替えを行う。財源は、企
業版ふるさと納税を充当して行う。

257万円

給食用食器等の購入2Pickup

　黒根岬周辺、トモロ岬、クロスカント
リーコース、ふれあいの森の被害木合計
112本を伐採し、薬剤を散布して松くい
虫の飛散を防ぐ。調査の結果、事業予算
額に不足が生じるため増額する。

399万円

松くい虫被害木の
伐倒駆除3Pickup

　第４期分に引き続き、町水道給水契
約者の水道料金第５期分基本料を免除
する。

2,400万円

水道料金基本料
免除5Pickup

　町内で事業を営む方を対象に、令和４
年８月〜11月の燃料を含む光熱費に対
し１/２の額を給付する。（上限30万円）

1,150万円

第２次物価高騰等
緊急対策事業者支援6Pickup

　令和４年第４回定例会は12月６日・７日の２日間の
され、審議の結果、すべて原案どおり可決しました。 
　また、議員発議２件、陳情・要望審査１件を行いました。

日程で開催し、専決承認２件、補正予算４件を含む計12件が提出

寄附
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定 例 会ここが聞きたいここが聞きたい
第４回定例会の議案と各議員の 賛 否 〇賛成　×反対　

※議長は採決に加わらない　

議　案　名 採決 
結果

掲
載
ペ
ー
ジ

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

藤
井
葊
明

鈴
木　

勉

定
居
利
子

山
田
直
志

補正予算

専決承認第７号　令和４年度一般会計補正予算
（第７号） 可決（11：0）Ｐ２−３ 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決承認第８号　令和４年度水道会計事業補正予
算（第３号） 可決（11：0）Ｐ２−３ 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第54号　令和４年度一般会計補正予算（第
８号） 可決（11：0）Ｐ２−３ 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第55号　令和４年度国民健康保険特別会計
補正予算（第３号） 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第56号　令和４年度介護保険特別会計補正
予算（第２号） 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第57号　令和４年度水道事業会計補正予算
（第４号） 可決（11：0）Ｐ２−３ 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

条例改正・規約変更

議案第48号　町職員の給与等に関する条例の一
部改正 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第49号　町特別職の職員で常勤の者の給与
等に関する条例の一部改正 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第50号　町立学校設置条例の一部改正 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第51号　町立幼稚園保育料徴収条例の一部
改正 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第52号　町立学校給食センターの設置及び
管理に関する条例の一部改正 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第53号　静岡県市町総合事務組合を組織す
る地方公共団体の数の減少及び規約の変更 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

陳情・要望審査

稲取細野高原の作業道新設に伴う助成の要望につ
いて 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員発議

発議第５号　議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

意見書案第２号　帯状疱疹ワクチンへの助成並び
に定期接種化を求める意見書 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※

意見書はこちらから

意見書については東伊豆町ホームページにて掲載 
https://www.town.higashiizu.shizuoka.jp/ 
ホーム＞町政・議会＞陳情・要望＞意見書・決議書

伊東市境界近くまで
整備中の湯ケ岡赤川線

Ｑ

Ａ
経済・観光対策としての道路整備は
観光振興や渋滞対策等、必要性は認識している

　
　
湯
ケ
岡
赤
川
線
延
長
に

よ
る
伊
東
市
へ
の
接
続
道
路

推
進
は
。

　
　
湯
ケ
岡
赤
川
線
は
県
代

行
の
事
業
で
42
％
が
整
備
済
。

ま
ず
は
全
線
完
成
を
目
指
し
、

接
続
道
路
に
つ
い
て
は
技
術

的
側
面
・
費
用
対
効
果
も
念

頭
に
入
れ
、
粘
り
強
く
取
り

組
ん
で
い
く
。
伊
東
市
に
は

然
る
べ
き
時
期
に
し
っ
か
り

と
説
明
し
、
連
携
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　
　
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
ア

ク
セ
ス
道
路
の
お
考
え
は
。

楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

議員

事
業
に
つ
い
て
検
討
が
さ
れ

て
お
り
、
同
町
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
ア
ク
セ
ス
道
の
事

業
推
進
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　
道
路
整
備
は
観
光
地
と

し
て
の
重
要
な
お
も
て
な
し

と
考
え
る
が
。

　
　

可
能
性
や
住
民
要
望
、

優
先
順
位
を
検
討
し
、
整
備

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
い
推
進

す
る
。

　
　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は

前
職
の
国
土
交
通
省
副
大
臣

と
し
て
の
経
験
を
町
民
も
期

待
し
て
い
る
の
で
は
。

　
　
住
民
が
ど
う
考
え
る
か

が
重
要
。
町
外
を
含
め
た
広

域
の
視
点
も
合
わ
せ
、
何
を

し
た
い
か
明
確
に
し
た
上
で

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

第 ４ 回 定 例 会

一 般 質 問

一般質問
議員が町の行財政全般にわたって執行機関に
疑問点をただし、所信の表明をもとめること。

楠 

山
　
節 

雄
　
議
員

　

■
道
路
整
備
に
つ
い
て

　

■
朝
市
等
の
波
及
効
果
に
つ
い
て

　

■
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
に
つ
い
て

栗 

原
　
京 

子
　
議
員

　

■
子
ど
も
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

藤 

井
　
廣 

明
　
議
員

　

■
遊
休
農
地
等
の
再
生
に
つ
い
て

　

■
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
里
づ
く
り
に
つ
い
て

西 

塚
　
孝 

男
　
議
員

　

■
人
口
減
少
に
つ
い
て

　

■
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

鈴 

木
　
　 

勉
　
議
員

　

■
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

　

■
訪
れ
た
く
な
る
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

内 

山
　
愼 

一
　
議
員 

　

■
商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策
に
つ
い
て

　

■
子
育
て
支
援
の
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て

笠 

井
　
政 

明
　
議
員

　

■
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
今
後
に
つ
い
て

　

■
町
有
施
設
の
今
後
の
活
用
、
管
理
に
つ
い
て

山 

田
　
直 

志
　
議
員

　

■
観
光
産
業
の
磨
き
上
げ
に
つ
い
て

　

■
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
、
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
の　
　

　
　

改
正
と
町
の
対
応
に
つ
い
て

　

■
景
観
上
の
懸
念
に
つ
い
て

　

■
学
校
給
食
へ
の
支
援
、
無
償
化
に
つ
い
て

須 

佐
　
　 

衛
　
議
員

　

■
町
内
産
業
の
労
働
力
不
足
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

■
町
の
水
道
事
業
に
つ
い
て

東伊豆町議会　YouTube　
チャンネル

そのほかの

質 問

港
の
朝
市
や
漁
港
直
売
所
か
ら

の
波
及
効
果
は

Ｑ
所
得
向
上
、賑
わ
い
創
出
、交
流

人
口
の
増
加
等
活
性
化
に
効
果

Ａ
深
刻
化
し
て
い
な
い
が
今
後
も

注
視
し
て
い
く

Ａ Ｑ
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
は

Ｑ

Ａ ＱＱ

ＱＡＡ

　
　
現
在
河
津

町
田
中
地
区
の

Ａ
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ここが聞きたいここが聞きたい 一 般 質 問

19時まで預かって
もらえればお迎えに間に合う

Ｑ

Ａ
子育てに関わる人たちの交流スペースを設けては
必要だと考える

家庭に設置された
緊急通報システム

Ｑ

Ａ
高齢者に緊急通報システムを普及する考えは
古いシステムのため今の状況に合っているか検証が必要

　
　
人
口
減
少
が
進
む
中
で

現
状
の
預
か
り
保
育
等
の
子

育
て
環
境
は
。

　
　
東
伊
豆
町
に
お
け
る
子

育
て
環
境
に
つ
い
て
は
、
東

伊
豆
認
定
こ
ど
も
園
で
は
月

～
土
の
７
時
30
分
～
18
時
30

分
、
三
宝
保
育
園
で
は
平
日

７
時
15
分
～
19
時
30
分
、
祝

日
８
時
～
18
時
ま
で
預
か
り

保
育
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
町
外
で
就
業
す
る
母
親

が
18
時
に
仕
事
が
終
わ
り
、

時
間
内
に
迎
え
に
行
く
の
は

　
　
夜
間
預
か
り
に
つ
い
て

は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

（
有
料
・
時
間
６
０
０
円
～

７
０
０
円
）
が
あ
る
が
、
利

用
実
績
が
無
く
そ
の
点
は
検

証
が
必
要
。

　
　
子
育
て
に
は
様
々
な
事

が
あ
り
、
時
に
は
身
近
な
人

の
力
を
借
り
た
い
こ
と
も
あ

る
と
思
う
。
親
戚
な
ど
頼
る

人
が
い
な
い
人
達
の
た
め

に
、
子
育
て
に
関
わ
る
全
て

の
人
が
集
い
、
交
流
で
き
る

場
所
を
作
る
考
え
は
。

　
　

必
要
な
事
だ
と
考
え

る
。
私
自
身
５
歳
の
子
ど
も

の
親
な
の
で
重
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。

　
　
拠
点
と
し
て
稲
取
幼
稚

園
を
活
用
す
る
考
え
は
。

　
　
稲
取
幼
稚
園
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
、
幅
広
く
住
民

か
ら
の
意
見
も
募
り
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増

え
る
中
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
の
普
及
が
必
要
と
考
え
る

が
。

　
　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は

虚
弱
な
身
体
状
況
に
あ
る
高

齢
者
の
み
の
世
帯
等
を
対
象

に
、
自
宅
と
消
防
署
を
固
定

電
話
回
線
で
繋
ぐ
も
の
で
あ

り
、
現
在
69
台
の
う
ち
37
台

が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
令
和
４
年
の
高
齢
者
が

約
５
千
４
百
人
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
普
及
度
が
低
い

鈴
すず

木
き

　勉
つとむ

議員

西
にし

塚
づか

　孝
たか

男
お

議員

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
高
齢
者
に
と
っ
て
は
救

急
車
を
呼
ぶ
の
も
ひ
と
苦
労

で
あ
る
。
同
シ
ス
テ
ム
は
ボ

タ
ン
ひ
と
つ
で
連
絡
が
い
く

安
心
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

が
、
存
在
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
。
よ
り
多
く
の
方
に
活

用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る

が
。

　
　
同
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
い
る
の
は
近
隣
で
は
当
町

の
み
で
あ
り
、
他
地
域
で
は

民
間
と
契
約
し
て
同
種
の
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
例

も
見
受
け
ら
れ
る
。
実
際
か

な
り
古
い
シ
ス
テ
ム
で
も
あ

る
の
で
、
本
当
に
町
の
現
状

に
合
っ
て
い
る
の
か
、
よ
り

よ
い
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
の
か

を
検
証
し
、
高
齢
者
が
本
当

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。

アサギマダラの飛来（松崎町）

Ｑ

Ａ
伊豆をアサギマダラの半島にするお考えは
伊豆全体の中でどう考えるか慎重な検討が必要

Ｑ

Ａ
子どもによる町づくりを推進できないか
学校と相談しながら進めていきたい

と
認
識
す
る
効
果
が
あ
る
と

考
え
る
。
町
と
し
て
も
プ
ラ

ス
に
な
る
。

　
　
子
ど
も
基
本
法
で
は
子

ど
も
達
の
意
見
を
施
策
に
反

映
す
る
よ
う
示
さ
れ
て
い
る

が
、
町
の
考
え
は
。

　
　
ふ
る
さ
と
を
引
き
継
い

で
い
く
の
は
子
ど
も
達
な
の

で
、
国
の
流
れ
を
つ
か
む
こ

と
は
重
要
と
考
え
る
。

　
　
現
行
の
提
案
型
ま
ち
づ

く
り
補
助
金
に
子
ど
も
部
門

を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
可
能
と
考
え
る
が
、
協

力
を
仰
ぐ
教
師
の
負
担
が
大

き
く
な
る
懸
念
が
あ
る
。

　
　
子
ど
も
議
会
な
ど
で
子

ど
も
の
意
見
を
聞
く
こ
と
は

ど
う
か
。

　
　
（
教
育
長
）総
合
的
な
学

習
で
行
っ
て
い
る
地
域
を
学

ぶ
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て

な
ら
ば
、
校
長
会
は
大
賛
成

で
あ
る
。

　
　
（
町
長
）学
校
と
相
談
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
子
ど
も
達
が
町
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
の
提
案
を

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を

す
る
こ
と
は
大
人
も
巻
き
込

み
、
地
域
が
活
性
化
す
る
と

考
え
る
が
。

　
　
子
ど
も
達
は
自
己
肯
定

感
が
磨
か
れ
、
町
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
る
。大
人
も
、

子
ど
も
を
地
域
社
会
の
一
員

地域社会の一員である子ども達は
町の宝であり未来への希望！

　
　
近
年
、
チ
ョ
ウ
の
一
種

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
里
を
創
ろ

う
と
い
う
構
想
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
か
。

　
　
個
々
の
動
き
と
し
て
河

津
、
伊
東
、
下
田
や
松
崎
で

の
事
例
等
は
伊
豆
新
聞
で
拝

見
し
た
。

　
　
フ
ジ
バ
カ
マ
の
花
に
飛

来
す
る
の
で
、
町
内
の
花
壇

Ａ

藤
ふじ

井
い

　廣
ひろ

明
あき

議員

栗
くり

原
はら

　京
きょう

子
こ

議員

や
空
き
地
、
細
野
高
原
の
駐

車
場
の
一
角
な
ど
に
植
栽
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
生
態
系
へ
の
影
響
の
有

無
な
ど
確
認
の
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
細
野
高
原
の
保
全
と

活
用
の
中
で
、
ど
う
位
置
付

け
る
か
も
整
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　
既
に
こ
の
事
業
を
立
ち

上
げ
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
る

ホ
テ
ル
も
あ
る
が
。

　
　
誰
が
植
え
、
耕
し
、
管

理
す
る
か
、
整
備
に
か
か
る

労
力
を
ど
う
す
る
か
が
難
し

い
。
当
面
は
個
々
の
人
で
、

で
き
る
こ
と
を
し
て
い
た
だ

く
の
が
よ
い
の
で
は
と
考
え

る
。

　
　
個
人
で
行
う
に
も
情
報

が
無
い
の
で
町
に
相
談
窓
口

を
設
け
る
考
え
は
。

　
　
民
間
で
で
き
る
こ
と
は

民
間
で
先
行
し
て
い
た
だ
く

の
が
望
ま
し
い
。

Ｑ Ａ

Ｑ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡＡ

そのほかの

質 問

遊
休
農
地
の
再
生
に「
農
業
塾
」

を
立
ち
上
げ
て
は

Ｑ
県
と
連
携
し
た
対
策
を
と
っ
て

い
る

Ａ

Ｑ

Ａ Ｑ Ａ

そのほかの

質 問

当
町
の
石
文
化
を
活
か
し
、
石

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
公
募
し
た
ら
ど
う
か

Ｑ
お
も
し
ろ
い
考
え
な
の
で
ふ
る

さ
と
納
税
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
色
々
と
考
え
て
い
き
た
い

Ａ

そのほかの

質 問

誘
客
宣
伝
事
業
で
配
布
す
る
チ

ラ
シ
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
活
用
は

さ
れ
て
い
る
か

Ｑ
ほ
と
ん
ど
の
チ
ラ
シ
で
活
用
さ
れ

て
お
り
、
各
団
体
の
Ｈ
Ｐ
を
経
由

し
必
要
な
観
光
情
報
が
得
ら
れ
る

Ａ

大
変
な
の

で
、
も
っ
と

遅
く
ま
で
預

れ
な
い
か
。

ＱＡＱ

ＡＱＡ
　

ＱＡ
　

の
で
は
と
も
感

じ
て
お
り
、
そ

の
要
因
を
探
り

適
切
な
対
応
を

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ



9 8令和５年１月号 No.310 ひがしいず議会だより 令和５年１月号 No.310 ひがしいず議会だより

一 般 質 問ここが聞きたいここが聞きたい

Ｑ

Ａ
活用の少ない町有施設の今後は
公共の福祉に反しないよう、処分も検討する

Ｑ

Ａ
親子が遊び集える場を考えているか
今すぐにはできないが考えている

と
し
て
の
機
能
が
失
わ
れ
て

い
る
。雨
風
が
防
げ
、あ
ら
ゆ

る
子
育
て
世
代
の
親
子
が
、

遊
び
集
え
る
常
設
の
施
設
整

備
計
画
を
持
っ
て
い
る
か
。

　
　
現
時
点
に
お
い
て
計
画

は
な
い
が
非
常
に
重
要
と
考

え
て
い
る
。
や
り
た
い
気
持

ち
も
あ
る
し
、
し
っ
か
り
検

討
し
て
い
き
た
い
。例
え
ば
、

子
育
て
世
代
の
み
な
ら
ず
老

若
男
女
が
集
え
る
よ
う
な
拠

点
と
い
う
の
も
い
い
か
も
し

　
　
町
内
の
児

童
公
園
の
多
く

の
遊
具
が
撤
去

さ
れ
、
遊
び
の

場
・
集
い
の
場

役場に設置された
キッズスペース

　
　
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
、
ダ

イ
ロ
ク
キ
ッ
チ

ン
、
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

賃
料
の
見
直
し
を
行
う
。

　
　
け
や
き
公
園
の
管
理
委

託
、
カ
フ
ェ
事
業
に
つ
い
て

の
取
り
決
め
は
。

　
　
協
力
隊
は
町
の
職
員
な

の
で
町
の
事
業
と
し
て
行
っ

て
い
る
。
カ
フ
ェ
に
つ
い
て

は
、
協
力
隊
の
労
働
時
間
が

週
35
時
間
と
決
め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
土
日
は
副
業
と
し

て
営
業
を
行
っ
て
い
る
。
カ

フ
ェ
の
収
入
は
、
営
業
開
始

に
か
か
っ
た
経
費
に
充
当

し
、
充
当
が
終
わ
っ
た
時
点

で
平
日
の
営
業
分
は
町
の
収

入
に
な
る
。

　
　
市
民
農
園
に
お
い
て
団

体
へ
の
無
償
貸
出
は
今
後
も

行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
ふ
る
さ
と
学
級
、
健
康

づ
く
り
課
の
利
用
は
公
共
性

の
高
い
団
体
と
考
え
て
い
る
。

無
償
貸
出
に
つ
い
て
合
理
性

が
あ
る
。

笠
さか

井
い

　政
まさ

明
あき

議員

内
うち

山
やま

　愼
しん

一
いち

議員

細野高原の磨き上げに
ついても再検討を

Ｑ

Ａ
観光産業の磨き上げとは
埋もれている魅力を地域の新しい魅力にする

　
　
所
信
表
明
の
中
で
、「
観

光
産
業
の
更
な
る
磨
き
上

げ
、
儲
か
る
一
次
産
業
の
実

現
」
と
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　
町
政
運
営
の
重
要
な
考

え
方
の
ひ
と
つ
で
、
す
で
に

あ
る
も
の
を
も
う
一
度
見
直

し
、
埋
も
れ
て
い
る
魅
力
を

発
掘
し
て
、
最
大
限
活
用
し

て
い
く
事
で
あ
る
。

　

観
光
産
業
に
お
い
て
は
、

地
域
の
眠
っ
て
い
る
観
光
資

源
を
磨
き
上
げ
、
地
域
の
魅

力
を
高
め
る
こ
と
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
進
め
、
安
心
安
全
な
旅

を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
大
幅

な
増
加
や
細
野
高
原
の
利
活

用
に
つ
い
て
の
新
た
な
模
索

な
ど
の
動
き
が
出
て
い
る
。

こ
れ
を
広
げ
る
こ
と
、
観
光

協
会
や
産
業
団
体
連
絡
会
な

ど
に
も
町
長
の
考
え
を
伝
え

同
じ
方
向
で
努
力
す
る
こ
と

が
必
要
だ
が
、
関
連
す
る
各

団
体
と
話
し
合
い
を
行
っ
た

か
。

　
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
直

接
個
別
に
話
し
合
っ
て
は
い

な
い
。
調
整
し
き
れ
て
い
な

い
が
必
要
な
事
だ
と
思
っ
て

い
る
。

多様な人材の確保を
期待したいシルバー

人材センター

Ｑ

Ａ
特定地域づくり組合の導入の検討は
今後、検討を進めていきたい

　
　
町
内
の
産
業
を
見
る
と
、

各
業
種
に
労
働
力
不
足
の
懸

念
が
あ
る
。「
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
協
同
組
合
」
は
、

自
治
体
が
係
わ
る
労
働
者
派

遣
事
業
と
し
て
人
口
減
少
地

域
で
進
め
て
い
る
が
、
町
の

検
討
は
い
か
が
か
。

　
　
根
底
に
あ
る
人
材
の
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
の
考
え
方
は
今

後
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
り
、検
討
は
進
め
た
い
。

役
場
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
を

え
て
い
く
。

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

活
用
す
る
事
例
も
見
ら
れ
る

が
。

　
　
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含

め
し
っ
か
り
と
検
討
し
た
い
。

　
　
介
護
施
設
の
人
手
不
足

は
深
刻
で
、
全
国
で
見
る
と

廃
業
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
多
い
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
研
修
を
受

け
て
い
た
だ
き
、
業
務
補
助

を
担
え
な
い
か
。

　
　
会
員
数
が
51
名
と
少
な

く
、
事
業
を
広
げ
る
の
は
難

し
い
の
が
現
状
だ
。

　
　
自
治
体
の
中
に
は
介
護

事
業
に
人
材
を
派
遣
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
初
任
者

研
修
へ
の
助
成
な
ど
教
育
に

力
を
入
れ
る
こ
と
も
必
要
で

は
。

　
　
ま
ず
は
会
員
を
い
か
に

し
て
増
や
す
か
か
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

そのほかの

質 問

商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策
は

Ｑ
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築
と
店

舗
改
修
費
、
家
賃
の
支
援
で

Ａ

れ
な
い
。

　
　
施
設
は
観
光
地
の
特
性

に
沿
っ
た
内
容
で
、休
日
・
夜

間
の
一
時
預
か
り
や
出
生
率

の
増
加
の
た
め
無
料
化
な
ど

の
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
等
、
既
存
制
度
の

活
用
も
図
り
つ
つ
、
あ
ら
ゆ

る
選
択
肢
を
排
除
せ
ず
検
討

を
進
め
た
い
。

　
　
今
年
度
末
に
閉
鎖
さ
れ

る
稲
取
幼
稚
園
の
利
活
用
が

考
え
ら
れ
る
が
い
か
が
か
。

　
　
稲
取
幼
稚
園
の
利
活
用

は
現
在
役
揚
内
で
の
検
討
を

進
め
て
い
る
が
、今
後
住
民
を

交
え
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

Ａ

Ｑ

Ａ ＱＡ Ｑ

そのほかの

質 問

学
校
教
育
整
備
委
員
会
か
ら
の

答
申
提
出
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
Ｑ

総
合
教
育
会
議
に
て
答
申
に
基

づ
き
、
方
向
性
を
決
め
、
早
急

に
進
め
て
い
き
た
い
。

Ａ
再活用し始めた

けやき公園

Ｅ
の
管
理
運
営
契
約
は
。

　
　

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
、

ダ
イ
ロ
ク
キ
ッ
チ
ン
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ロ
ー
カ
ル
デ
ザ
イ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
、
Ｍ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
Ｅ
は
湊
庵（
ｓ
ｏ
ー
ａ
ｎ
）

に
用
途
制
限
を
設
け
、
貸
出

を
行
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
町
づ
く
り
の
観
点
か
ら

地
方
地
域
の
活
性
化
を
、
湊

庵
は
空
き
家
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
開
発
な
ど
を
目
的
と

し
て
い
る
。
ま
た
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

Ｅ
に
つ
い
て
は
３
年
ご
と
に

ＱＡ

Ｑ

Ａ

ＱＡ

須
す

佐
さ

　衛
まもる

議員

山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員

そのほかの

質 問

学
校
給
食
の
５
０
０
円
補
助
は

Ｑ
当
面
継
続
し
て
い
く

Ａ

そのほかの

質 問

稲
取
地
区
の
新
規
井
戸
整
備
の

進
捗
は

Ｑ
施
設
工
事
が
完
了
し
、
令
和
６

年
度
供
用
開
始
に
な
る

Ａ

ＱＡ

Ａ
　

Ｑ

補
う
た
め
に
も

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

な
ど
も
念
頭
に

入
れ
な
が
ら
で

き
る
こ
と
を
考

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ ＱＡＡＱ
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文教厚生常任委員会 総務経済常任委員会

町長へ要望書を提出

四国高知 ・香川へ視察研修に

※ご協力いただいた皆様 ありがとうございました

移住者を対象に実施したアンケートの結果を集約し、
町長へ「要望書」という形で声を届けました

アンケートを基にした
町への要望

アンケート結果はこちらから

委員会報告書については東伊豆町ホームページにて掲載
https://www.town.higashiizu.shizuoka.jp/ 
ホーム > 町政・議会 > 議会 > 各常任委員会の取り組み

１．住民登録時に、移住者への支援制度が
十分伝わるように配慮すること。

２．交流カフェや情報交換ルームなど、移
住者と地元住民が顔を合わせる場所の
構築を。また、情報格差が生じないよ
う広報の徹底を。

３．マンションや別荘の居住者にも配慮し
た交通体系の整備を。

４．子育て世代に響く “定住策 ”をより一
層進めること。

山梨県・長野県へ３年ぶりの視察研修
山梨県早川町「早川地域づくり事業協同組合」

⇒地域人口の急減に対処するための労働者派遣事業
・旅館業、農業、林業など複数の仕事を組み合わせ、組

合員として正規雇用
・組合員の取り扱う農林水産物、畜産加工品等の市場

開拓、共同販売・共同宣伝及び人材育成

長野県南箕輪村「定住につながる支援制度」

⇒人口１万６千人の村、移住者７割の村
・妊娠から出産、子育てに関するあらゆる相談ごとに

ワンストップで対応する南箕輪村版「ネウボラ」（出
産・育児支援施設）

・都心への出前講座「ちょこっと農業塾」の取り組み
・女性の再就職をサポート「女性の就業お仕事相談」

長野県塩尻市「AI 活用のオンデマンドバス」

⇒アプリで配車を予約する「のるーと」
・塩尻 MaaS プロジェクトが取り組む「のるーと」は、

民間から出資を受けた会社と塩尻市が共同で開始
・利用客のリクエストに応じてルートを設定
・スマホのアプリで予約、１回の運賃200円

高知県高知市　
「こうちこどもファンド事業」

　自分達の街をより良くしたいという子
どもの考えを、大人サポーターのアドバ
イスを受けながら文書にし、子ども審査
員の審査を受ける。承認された提案に市
が助成金を交付してまちづくりの活動を
行う。子どもの頑張る姿を見て大人や地
域が触発されて活性化に繋がっている。

香川県高松市
高齢者居場所づくり事業
　歩いていける範囲内で高齢者がグループ
を作り、趣味やおしゃべりなどを月２回以
上開催する。10人以上のグループであるこ
と、活動の際は体操など介護予防に取り組
むこと等を条件に市が助成金を交付。要望
があれば、市の負担で健康づくりの講師を
派遣したり、オンラインで健康体操をした
り、子どもとの交流があったりと内容は多様。 
介護認定数が１/６に減るなどの効果が見ら
れる。

その他の委員会活動
防災対策について区長会と意見交換を
行いました
　11月７日に避難所の開設と運営についての現状や
課題について各区長の意見を伺いました。
　出された意見は、今後の委員会活動に役立てて行き
たいと考えます。

健康づくり・介護事業に関して担当課と
意見交換を行いました
　視察した高松市の事業について担当課に概要説明と
ヒアリングを行いました。
　当町での取り組みについての検討や同じような事業
ができないかなど活発な意見交換会となりました。
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　今回は町の健康教室に参加し、健康で元気な方々を取材し
ました。教室では豊富な知識を持ったスタッフがパーソナル
トレーナーのように、蓄積された参加者のデータから一人一
人の体調に応じた運動や食事をアドバイスしています。
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編集後記　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は

岩
井
新
町
長
が
就
任
し
、

議
会
も
今
ま
で
以
上
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
進
め
て
き
た
一
年
で

し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
流
行
か
ら
三
年
目
と
な
り
経

済
活
動
な
ど
、
徐
々
に
日
常
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

流
行
前
の
水
準
に
は
ほ
ど
遠
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
過
去

の
状
況
に
戻
る
の
で
は
な
く
、

今
の
現
状
を
し
っ
か
り
理
解

し
、先
を
見
据
え
た
提
案
な
ど
、

議
会
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
今

年
も
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
笠
井
）

体年齢は62歳の野﨑さん

体年齢は63歳の鳥澤さん

︱
軽
い
運
動
の
よ
う
で
し
た

が
き
つ
く
は
な
い
で
す
か
。

　
肩
だ
け
は
痛
め
て
い
る
が
、

他
は
で
き
ま
し
た
。

︱
な
ぜ
通
っ
て
い
る
の
で
す

か
。

　
自
分
の
た
め
家
族
の
た
め

で
す
。
元
気
な
ら
や
り
た
い

こ
と
が
で
き
る
し
、
家
族
に

︱
日
頃
か
ら
健
康
に
は
気
を

つ
け
て
い
ま
す
か
。

　
持
病
も
あ
る
の
で
食
事
制

限
な
ど
は
し
て
い
ま
す
。
教

室
で
教
わ
っ
た
運
動
は
家
で

も
や
り
ま
す
。

︱
こ
の
教
室
に
通
っ
て
み
て

い
か
が
で
す
か
。

　
10
年
以
上
参
加
し
て
い
ま

す
。姿
勢
が
い
い
で
し
ょ
う
。

講
師
の
先
生
や
ス
タ
ッ
フ
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
で

通
え
て
い
ま
す
。
身
体
の
不

調
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

え
て
、
指
示
ど
お
り
に
身
体

を
動
か
し
た
ら
痛
み
も
と
れ

ま
し
た
。

迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
で
す

か
ら
ね
。

【
北
川
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
】

野
﨑
元
廣
さ
ん　

76
歳

︱
教
室
に
通
っ
て
身
体
の
変

化
は
ど
う
で
す
か
。

　

体
重
、
血
圧
、
体
脂
肪
、

骨
密
度
な
ど
を
毎
回
測
っ
て

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ

イ
ス
も
も
ら
え
る
の
で
、
身

体
の
不
具
合
が
よ
く
分
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

︱
健
康
教
室
に
は
男
性
の
参

加
が
少
な
い
で
す
が
、
男
性

の
皆
さ
ん
へ
一
言
お
願
い
し

ま
す
。

　
仲
間
と
参
加
す
る
と
一
緒

に
励
ま
し
な
が
ら
頑
張
れ
る

の
で
い
い
と
思
い
ま
す
。
鳥

澤
さ
ん
と
は
最
初
か
ら
ず
っ

と
一
緒
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

鳥
澤
孝
雄
さ
ん　

80
歳

　
数
年
前
ま
で
旅
館
を
営
ん

で
い
た
の
で
特
に
気
に
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
は

教
室
の
運
動
に
取
り
組
み
、

気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

︱
日
頃
か
ら
健
康
に
は
気
を

つ
け
て
い
ま
す
か
。

︱
教
室
に
通
っ
て
生
活
の
変

化
は
ど
う
で
す
か
。

　
身
体
の
好
不
調
が
分
か
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

食
事
も
好
き
嫌
い
は
あ
り
ま

す
が
、野
菜
を
食
べ
る
と
か
、

塩
分
が
多
い
と
し
ょ
う
ゆ
を

酢
に
し
た
り
、
お
新
香
も
量

を
減
ら
す
な
ど
気
を
遣
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

お詫びと訂正

議会だより10月号
のＰ８楠山議員の一
般質問の記事で誤り
がありましたので、
下記の通り訂正しお
詫びいたします。

【誤】雑誌のリサイク
ルの取り組みの推進
のお考えは

【正】雑紙のリサイク
ルの取り組みの推進
のお考えは

教室で最年長の　木根さん

【
稲
取
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
教
室
】

　

木
根
末
江
さ
ん　

91
歳


